
  

 平成３０年北海道胆振東部地震の災害支援として、照明車を派遣します。 
 

１．内 容    
    平成３０年北海道胆振東部地震を受け、国土交通省中部地方整備局は、本省からの 

   要請を受け、災害対策車両（照明車）の１７台の派遣します。 

    ５台については昨日、名古屋を出発し、残る１２台が出発します。 

  

     このうち三重河川国道事務所からは、照明車２台とオペレーター２名を派遣します。 

     事務所を出発し舞鶴港から、フェリーにて北海道小樽港に向かい、その後、陸路 

    から被災地に近い苫小牧に参集する予定です。 

        出発に先立ち、三重河川国道事務所において出発式を行います。その際、照明車 

   の操作デモンストレーションを行う予定です。 

 
  
２．出発式の開催 
      開催場所：三重河川国道事務所 駐車場 
                （三重県津市広明町２９７番地） 
      開催日時：９月７日（金） 本日、１５時３０分 
      ※出発式の模様の写真の提供が可能ですので、下記にお問い合わせください。 
 
３．照明車の派遣予定場所及び予定時間 
      派遣予定期間 ： 平成３０年９月７日（金） ～ 未定 
      活動内容    ： 北海道胆振東部地方の災害支援に使用 
 
４．配  布  先      三重県政記者クラブ 
             第二県政記者クラブ 
     
 ５．解   禁        指定なし 
  
 ６．問合せ先         国土交通省 三重河川国道事務所 
                   地域防災調整官 内藤 元弥 
                   防 災 課 長  大崎 圭司  
                                   TEL  ０５９－２２９－２２１１ （代表） 
                    
                                             
 

地域の明日へ、地域とともに。 

国土交通省中部地方整備局 

三重河川国道事務所 

平成30年９月７日 



■主要装備品 

 

照  明  車 

電源設備： ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発動発電機 

        ２２０V ６０Hｚ ２５KVA 

照明装置： ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ ２ＫＷ×６灯 

そ の 他  ： カメラ装置  

■仕 様  

(２０００ｗ×６灯,２０ｍ級) 

駆動方式： 前後輪駆動 

照明灯昇降装置： 伸縮式・屈曲式併用型 

ブーム高さ： ２０ｍ 

連続照明時間： 約２６時間（給油１回分） 

 

車体寸法： 全長6.62×全幅2.06×全高3.25ｍ  

運転免許： 中型自動車免許 

乗車定員： ２名 

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量 １００＋１１０L) 

災害現場をライトで照らし、夜間作業を支援します。 

   災害復旧は、夜間や悪天候のなか
でも行われます。視界の悪い状態で
は危険が伴い、作業にも支障をきた
します。    で十分な明かりを
確保し、安全で迅速に作業ができる
ように、復旧活動を照明車は支援し
ます。 

■特 徴  
６階建てのビルの屋上と同じ高さから照らすこと
ができます。 

５０ｍ先で、新聞が読める程度の明るさがありま
す。 

電源供給車としても使用できます。 
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取　材　申　し　込　み　用　紙
平成　　年　　月　　日

１．記者投げ込み案件

２．取材日
　　　　平成　　　年　　　月　　　日

２．申込者

会社名

取材記者名

車両台数

緊急連絡先
（当日、天候状況等により中止する場合の連絡先として教えて下さい。）

送り先 三重河川国道事務所　防災課
　　防災課長　大崎　宛
電話　０５９－２２９－２２２３
ＦＡＸ　０５９－２２９－２２６３

○　平成３０年北海道胆振東部地震の災害支援として、照明車を派遣します。

別紙
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